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ABSTRACT
　The purpose of this study was to elucidate how the basic social competency is developed 
by students in the school of nursing and to identify experiential factors that improved it. 
Questionnaires were carried out once a year for a four-year period and responses were 
consistently obtained from a total of 11 subjects. The Friedman test was used to analyze the 
scores that reflected the basic social competency. Text mining was used to identify experiential 
factors during the university life that improved the competency. Students in fourth-year 
exhibited the basic social competency that was significantly higher than those in second-year. 
Learning activities/practical exercises were associated with the abilities of problem-solving, 
logical analysis, and listening to others. It appeared that during the university life, students 
developed the basic social competency that enables them to gather practical experience, identify 
their own problems and deal with patients effectively.   （Accepted on March 7, 2019）


















































































































α係数は，アクションがα = 0.87，シンキングがα 







































































































































































































　 　 1年次 2年次 3年次 4年次
　 　 n （%） n （%） n （%） n （%）
専攻の学業 重視していない 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）
　 どちらでもない 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）
　 重視している 11 （100.0） 11 （100.0） 11 （100.0） 11 （100.0）
アルバイト 重視していない 8 （72.7） 5 （45.5） 6 （54.5） 7 （63.6）
　 どちらでもない 1 （9.1） 1 （9.1） 2 （18.2） 1 （9.1）
　 重視している 2 （18.2） 5 （45.5） 3 （27.3） 3 （27.3）
趣味 重視していない 2 （18.2） 5 （45.5） 3 （27.3） 2 （18.2）
　 どちらでもない 4 （36.4） 1 （9.1） 2 （18.2） 1 （9.1）
　 重視している 5 （45.5） 5 （45.5） 6 （54.5） 8 （72.7）
部活・サークル 重視していない 5 （45.5） 1 （9.1） 1 （9.1） 1 （9.1）
　 どちらでもない 2 （18.2） 2 （18.2） 1 （9.1） 3 （27.3）
　 重視している 4 （36.4） 8 （72.7） 9 （81.8） 7 （63.6）
ボランティア 重視していない 5 （45.5） 6 （54.5） 7 （63.6） 8 （72.7）
　 どちらでもない 3 （27.3） 3 （27.3） 3 （27.3） 3 （27.3）
　 重視している 3 （27.3） 2 （18.2） 1 （9.1） 0 （0.0）
友人・仲間との交流 重視していない 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （9.1）
　 どちらでもない 1 （9.1） 0 （0.0） 2 （18.2） 2 （18.2）










得点範囲 最大210 – 最小42 最大60 – 最小12 最大60 – 最小12 最大90 – 最小18 
1年次 150（164 – 137） 43 （48 – 34） 39 （45 – 37） 68 （71 – 64）
2年次 138（152 – 133） 41 （49 – 35） 33 （43 – 28） 65 （71 – 57）
3年次 152（160 – 141） 45 （49 – 38） 40 （48 – 35） 70 （72 – 64）
4年次 159（170 – 150） 46 （48 – 42） 41 （48 – 39） 73 （75 – 69）
中央値（75パーセンタイル – 25パーセンタイル）





















　 　 個人志向性 社会志向性
社会人基礎力
1年次 .589 　 .550 　 .696 *
2年次 .673 * .871 ** .764 **
3年次 .127 　 .471 　 .051 　
4年次 .144 　 .468 　 .743 **
Spearman順位相関係数  
*P < 0.05　  **P < 0.01　
表5　各能力のカテゴリとレコードに含まれるカテゴリの割合
アクション（レコード数 20） シンキング（レコード数 22） チームワーク（レコード数 29）





働きかけ力 30.0 課題発見力 45.5 傾聴力 27.6
主体性 25.0 論理的分析力 27.3 ストレスコントロール力 24.1
実行力 25.0 計画力 22.7 発信力 20.7
経験力 20.0 創造力 4.5 規律性 13.8
　 　 　 柔軟性 10.3






学習活動／実習 25.0 学習活動／実習 81.8 学習活動／実習 48.3
学習活動／講義・演習 15.0 学習活動／講義・演習 18.2 課外活動／部活動 20.7
私的活動／その他（海外旅
行，一人暮らしなど） 20.0 学習活動／課題研究 4.5 課外活動／サークル 3.4













グループワーク 15.0 自分（自己，自身，自己） 27.3 話し合う（話し合い，意見交換，説明，聴く） 27.6
役割／イベント責任者 5.0 課題 22.7 グループワーク（活動，ワールドワーク） 17.2
役割／学級委員 5.0 対象者との関わり（ニーズ，援助，安全，安楽） 18.2
グループメンバー
（メンバー，皆） 13.8
役割／幹事 5.0 アセスメント（身体状態，予測，現状，アセスメント） 18.2 カンファレンス 13.8
役割／幹部 5.0 振り返る（振り返り，リフレクション，考え直す） 18.2 ルール・約束事 10.3
責任 5.0 傾向（くせ，傾向） 13.6 楽しみ（楽しみ，趣味，気分転換） 10.3
確認 5.0 レポート 9.1 役割 6.9
連携 5.0 次の目標（活かす，取り組む） 9.1 対象者 6.9
協力 5.0 根拠 4.5 連携 3.4
実習グループ 5.0 実習記録 4.5 報告 3.4
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